
＜No.２０４＞

号

２０２２

春

国土交通省四国地方整備局

高松港湾・空港整備事務所CONTENTS

令
和
３
年
度
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、

新
し
い
年
度
を
迎
え
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
拡
大
に
よ

り
第
６
波
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
、
発
生

か
ら
約
２
年
経
過
し
た
今
も
問
題
解
決

の
見
通
し
が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
中
、
こ
の
４
月
14
日
か
ら
３
年
に

一
度
の
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
２
２

が
始
ま
り
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

を
見
込
む
こ
と
は
難
し
い
と
は
思
い
ま

す
が
、
新
し
い
形
で
の
発
信
や
ア
ー
ト

鑑
賞
が
出
て
く
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

さ
て
、
当
事
務
所
で
は
、
令
和
４
年

度
の
事
業
と
し
て
４
つ
の
事
業
を
進
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

以
下
、
来
年
度
に
行
う
主
な
事
業
内

容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
つ
目
は
、
高
松
港
朝
日
地
区
複
合

一
貫
輸
送
タ
ー
ミ
ナ
ル
事
業
で
す
。
こ

れ
ま
で
、
船
尾
部
岸
壁
の
基
礎
と
な
る

杭
打
ち
を
行
っ
て
お
り
、
本
格
的
な
海

上
土
木
事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ

の
夏
に
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
フ
ェ
リ
ー
の
１

隻
目
の
大
型
フ
ェ
リ
ー
が
新
た
に
就
航

す
る
た
め
、
新
た
な
フ
ェ
リ
ー
が
安
全

に
係
留
で
き
る
よ
う
、
急
ピ
ッ
チ
で
必

要
な
箇
所
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
岸
壁
標
準
部
（
フ
ェ
リ
ー
の
側

面
が
着
岸
す
る
部
分
）
の
施
工
も
本
格

的
に
進
め
る
予
定
で
、
令
和
４
年
度
中

に
は
Ｌ
字
型
の
岸
壁
部
分
の
全
体
像
が

見
え
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

工
事
はB

I
M
/
CI
M

を
活
用
し
た

i
-
Co
ns
t
ru
ct
i
on

で
進
め
て
お
り
、
安

全
で
効
率
的
な
工
事
を
追
求
し
て
い
き

ま
す
。

２
つ
目
は
、
高
松
港
国
際
物
流
タ
ー

ミ
ナ
ル
整
備
事
業
で
す
。
水
深
12
ｍ
の

耐
震
強
化
岸
壁
は
完
成
し
て
い
ま
す
が
、

残
さ
れ
た
航
路
浚
渫
を
令
和
４
年
度
中

に
完
了
さ
せ
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
香
川
県
内
に
浚
渫
土
砂
の
処

分
地
が
な
い
た
め
、
大
阪
湾
深
掘
跡
へ

運
搬
・
処
分
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

令
和
４
年
度
も
関
係
者
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
事
業
を
進
め
る
予
定

と
し
て
い
ま
す
。

３
つ
目
は
、
備
讃
瀬
戸
航
路
水
島
交

差
部
保
全
浚
渫
事
業
で
す
。
主
に
水
島

港
へ
入
出
港
す
る
大
型
船
の
航
行
の
あ

る
海
域
で
の
工
事
と
な
る
た
め
、
作
業

の
安
全
確
保
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の

浚
渫
工
事
は
、
同
じ
海
域
で
の
作
業
と

し
て
１
年
目
で
あ
っ
た
た
め
、
現
場
で

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
の
作
業
で
し
た
。

令
和
４
年
度
は
２
年
目
と
な
る
た
め
、

作
業
の
安
全
を
最
優
先
で
進
め
ま
す
が
、

同
時
に
作
業
の
効
率
性
も
追
求
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
の
４
つ
目
は
、
高
松
空
港
滑
走

路
安
全
端
区
域
（R

E
S
A

）
整
備
事
業
で

す
。
航
空
機
が
離
着
陸
す
る
際
に
滑
走

路
を
超
え
て
走
行
し
停
止
す
る
オ
ー

バ
ー
ラ
ン
を
起
こ
し
た
際
に
人
命
の
安

全
を
守
り
、
航
空
機
の
損
傷
を
軽
減
さ

せ
る
た
め
に
着
陸
帯
の
両
端
に
も
う
け

ら
れ
る
区
域
を
滑
走
路
安
全
端
区
域

（R
E
S
A

）
と
呼
び
ま
す
。
平
成
22
年
の

I
C
AO

の
勧
告
を
受
け
、
全
国
の
空
港
で

そ
の
対
応
が
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、

高
松
空
港
で
は
昨
年
度
か
ら
事
業
着
手

し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
は
滑
走
路

安
全
端
区
域
へ
工
事
車
両
の
ア
ク
セ
ス

を
可
能
と
す
る
工
事
用
道
路
を
完
成
さ

せ
る
と
と
も
に
、
令
和
５
年
度
以
降
の

施
工
検
討
を
進
め
る
予
定
で
す
。

以
上
、
令
和
４
年
度
の
当
事
務
所
の

事
業
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
多
く
の
関

係
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

安
全
か
つ
着
実
に
事
業
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

高
松
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所
長

池
町

円

｢

ご
挨
拶｣

池町所長より「ご挨拶」

高松港・坂出港長期構想検討委員会＆

高松港におけるコンテナ貨物取り扱いによる経済波及効果の算出

出前講座の開催

編集後記



この広報誌の担当となり、早くも一年が経とうとしています。この一年間、
広報担当として私たちが行っている事業や港の魅力等を広く発信し、人々に伝

えていく中で、事務所Twitterの開設や経済波及効果試算という新たな試みを行いました。結果として、フォロワー数は開
設から半年近くで100人近くまで増加し、経済波及効果も地元新聞に掲載され、一定の成果を挙げられたのではないかと思
います。引き続き、広く発信できるよう努めます。 【豊島】

●高松港湾・空港整備事務所
〒760-0064
高松市朝日新町1-30
高松港湾合同庁舎３階（南側）
TEL087-851-5522
FAX087-826-1210

●坂出港分室
〒762-0002
坂出市入船町1-5-26
TEL0877-46-0311
FAX0877-45-4689

12月23日、宇多津町立宇多津北小学校４年生の皆さんを対象とした出前講座を実施しまし
た。今回は学校側からの希望もあり、海のゴミが海の生態系にどのような影響を及ぼしてい
るかも含めて学習していただきました。
質問時間には、「将来的に海のゴミが海の生物よりも多くなってしまうというのは本当で

すか」といった質問もあり、日頃から海の環境について熱心に勉強されていることがわかり
ました。また、取材時には、「海ごみの７割が自分たちが出している生活のごみだと知って
びっくりしました」としっかりと答えている姿に関心致しました。
今後は海ゴミの問題について地元に発信していくとのことですので、私たちと一緒により

良い海の環境を目指し頑張っていきましょう。

香川県及び坂出市は、高松港・坂出港長期構想検討委員会及びパブリックコメントを経て、両港の特色を活かした長期
構想を以下の通りとりまとめた。
【高松港】
物流の観点では、「アジアと繋がり、地域産業の持続的発展を支える港」を柱に掲げ、地域産業の競争力強化につなが

る海上物流基盤の強化や浚渫土砂等の海面処分場と産業用地の確保を目指すべき方向性としています。
交流・賑わいの観点では、「海陸交通の要衝、快適で人々を惹きつける港」を柱に掲げ、フェリーターミナルの安全・

快適性の確保や既存施設の再構築とみなとの賑わい創出を目指すべき方向性としています。
安全・安心の観点では、「災害時の市民生活や企業活動を支える港」を柱に掲げ、大規模地震・津波等への対応力強化

と安全・安心の確保やストックマネジメントの推進を目指すべき方向性としています。
【坂出港】
物流の観点では、「背後企業の成長を支え、競争力・利便性の高い港」を柱に掲げ、陸上交通網を活かした貨物の集荷

と海上輸送手段の確保や物流・生産・エネルギー拠点としての港湾機能の強化と再編を目指すべき方向性としています。
交流・賑わいの観点では、「市民が集い、観光客を呼び込む魅力ある港」を柱に掲げ、みなとを活かした賑わい・交流

拠点の創出を目指すべき方向性としています。
安全・安心の観点では、「災害時の市民生活や企業活動を支える港」を柱に掲げ、大規模地震・津波等への対応力強化

と安全・安心の確保やストックマネジメントの推進を目指すべき方向性としています。

高松港湾・空港整備事務所では、コンテナの海上輸送(※)が地域に大きな経済効果をもたらしていることを広く知って
もらうことを目的として、高松港のコンテナ貨物取り扱いによる県内への経済波及効果を試算しました。
試算結果は、コンテナの荷役や海上輸送に伴う年間の経済波及効果は16億円、コンテナに詰める製品の加工、製造、販

売等に関わる産業の年間の経済波及効果は178億円となり、高松港のコンテナ貨物取り扱いによる経済波及効果は194億円
となりました。
今後は、この試算結果が広く一般の方々に届くよう発信していきたいと思います。

※高松港ではコンテナターミナルで韓国・中国からコンテナ船の定期航路があり、国内ではフェリーを利用した神戸港と
のコンテナ海上輸送が主となっています。


